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話題の本棚

あ
な
た
は
ど
の
程
度「
常
識
的
」か
？

　
ビ
ジ
ネ
ス
書
棚
は
玉
石
混
淆
で
あ
る
。
そ
の
大
部
分
は
一
度
読
ん
だ
ら
忘
れ

て
し
ま
う
「
石
」
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
と
き
に
極
め
て
優
れ
た
書
籍
が
こ
の

分
類
で
売
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
一
度
読
ん
だ
ら
、
読
む
前
と
世
界
の
見

方
が
ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
本
と
遭
遇
す
る
こ
と
も
あ
る
の
だ
。

発
売
以
来
半
年
間
、
売
れ
筋
ラ
ン
キ
ン
グ
の
上
位
に
位
置
し
続
け
て
い
る
本
書

は
紛
れ
も
な
く
そ
の
よ
う
な
「
玉
」
で
あ
る
。

　
本
書
は
自
己
啓
発
書
に
分
類
さ
れ
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
本
文
の
字
は
決

し
て
大
き
く
な
く
、
ま
た
参
考
文
献
リ
ス
ト
や
脚
注
も
つ
い
て
い
て
ほ
と
ん
ど

大
学
の
教
科
書
と
変
わ
ら
な
い
。
ビ
ジ
ネ
ス
書
の
棚
に
並
ん
で
い
る
こ
と
が
奇

妙
に
思
え
る
ほ
ど
で
あ
る
。
そ
し
て
、
中
心
的
な
主
張
も
驚
く
よ
う
な
も
の
で

は
な
く
、
あ
る
意
味
極
め
て
普
通
で
あ
る
。
大
げ
さ
な
言
葉
で
煽
る
こ
と
も
何

か
奇
妙
な
習
慣
を
説
く
こ
と
も
な
く
、
た
だ
、
事
実
に
基
づ
い
た
正
し
い
判
断

を
、
と
勧
め
る
。

　
し
か
し
、
そ
れ
は
誰
も
が
当
た
り
前
に
で
き
て
い
る
こ
と
で
は
な
い
。
そ
の

非
自
明
性
を
実
感
さ
せ
て
く
れ
る
の
が
本
書
の
第
一
の
効
能
で
あ
る
。
例
え
ば
、

本
書
の
冒
頭
に
あ
る
ク
イ
ズ
に
答
え
て
み
る
と
、
自
分
が
ど
れ
だ
け
「
常
識
的

な
」
事
実
を
知
ら
な
い
こ
と
か
痛
感
さ
せ
ら
れ
る
。
こ
の
ク
イ
ズ
は
次
の
ペ
ー

ジ
か
ら
挑
戦
で
き
る
の
で
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
試
し
て
み
て
ほ
し
い
。

・『
フ
ァ
ク
ト
フ
ル
ネ
ス
』
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
ク
イ
ズ

（https://factquiz.chibicode.com
/

）

　
恐
ら
く
は
先
入
観
の
せ
い
で
、
完
全
に
ラ
ン
ダ
ム
で
答
え
る
チ
ン
パ
ン
ジ
ー

以
下
の
正
答
率
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
本
当
は
よ
く
知
ら
な
い
の
に
、
な
ん
と

な
く
常
識
的
に
は
そ
う
だ
か
ら
と
い
う
理
由
で
判
断
し
て
し
ま
う
。
自
覚
が
あ

る
な
ら
ま
だ
し
も
、
事
実
を
知
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
も
気
づ
か
な
い
の
だ
。

　
本
書
の
第
二
の
効
能
は
、
そ
う
し
た
思
考
か
ら
逃
れ
る
方
法
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
点
で
あ
る
。
正
し
い
判
断
を
行
う
た
め
に
は
、
人
間
生
来
の
思
考
、
す

な
わ
ち
「
本
能
」
の
ク
セ
を
知
り
、
そ
れ
に
対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

う
し
た
落
と
し
穴
の
数
々
と
、
そ
の
対
処
方
法
が
タ
イ
プ
別
に
解
説
さ
れ
る
。

例
え
ば
、
何
か
問
題
が
生
じ
た
と
き
そ
れ
を
誰
か
の
責
任
と
し
て
理
解
し
て
し

ま
う
「
犯
人
捜
し
本
能
」
な
ど
は
案
外
気
づ
き
に
く
い
思
考
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
。

ど
う
し
て
も
誰
が
悪
い
の
か
、
犯
人
を
捜
し
た
く
な
っ
て
し
ま
う
が
、
そ
う
で

は
な
く
、
原
因
や
そ
の
背
景
の
シ
ス
テ
ム
に
目
を
向
け
る
べ
き
な
の
だ
。

　
さ
ら
に
、
こ
う
し
た
注
意
事
項
を
実
践
す
る
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
紹
介
さ

れ
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
を
身
に
着
け
れ
ば
過
度
に
悲
観
す
る
こ
と
も
楽
観
視
す

る
こ
と
も
な
く
、
事
実
に
基
づ
い
て
判
断
で
き
る
よ
う
に
な
る
…
…
は
ず
だ
。

　
本
書
は
内
容
的
に
も
物
理
的
に
も
決
し
て
薄
っ
ぺ
ら
い
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
で
は

な
い
。「
常
識
的
に
は
」
と
い
う
言
葉
に
反
発
を
覚
え
る
あ
な
た
な
ら
き
っ
と

気
に
入
る
は
ず
だ
。
そ
し
て
、
こ
の
セ
リ
フ
を
吐
い
た
覚
え
の
あ
る
人
は
ぜ
ひ

一
読
を
。
常
識
は
良
識
で
は
な
い
の
だ
か
ら
。�

（�

蕨
餅 

）

�

（
四
〇
〇
頁
　
税
込
一
九
四
四
円
　
1
月
刊
）

FA
C
TFU

LN
ESS

（
フ
ァ
ク
ト
フ
ル
ネ
ス
）

ハ
ン
ス
・
ロ
ス
リ
ン
グ
他
著

　
上
杉
周
作
、
関
美
和
訳

日
経
Ｂ
Ｐ
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話題の本棚

≪
記
憶
が
社
会
を
支
え
、社
会
が
記
憶
を
再
生
産
す
る
。≫

―
―
過
ち
は
繰
り
返
し
ま
せ
ん
。

―
―
原
発
の
記
憶
を
後
世
に
。

―
―
戦
争
の
記
憶
が
薄
れ
て
い
く
。

　
こ
ん
な
言
葉
を
耳
に
す
る
。
記
憶
、
そ
れ
は
え
ら
く
個
人
的
な
も
の
だ
と
思

わ
れ
て
い
る
が
、
社
会
を
営
む
上
で
私
達
は
集
団
と
し
て
の
記
憶
を
必
要
す
る
。

思
い
出
そ
う
と
す
る
時
選
択
が
行
わ
れ
、
語
り
合
お
う
と
す
る
時
自
分
達
が
何

者
で
あ
る
か
を
確
認
す
る
。
そ
う
し
た
記
憶
を
社
会
的
枠
組
み
で
考
察
し
た
研

究
者
こ
そ
百
年
前
の
社
会
学
者
モ
ー
リ
ス
・
ア
ル
ヴ
ァ
ッ
ク
ス
で
あ
る
。

　

純
粋
で
個
人
的
な
記
憶
…
…
そ
ん
な
も
の
は
な
い
。

　
本
書
の
内
容
は
大
き
く
二
つ
に
分
け
る
こ
と
が
出
来
る
。
第
一
章
か
ら
第
四

章
ま
で
の
個
人
的
な
記
憶
を
批
判
す
る
前
半
と
、
第
五
章
か
ら
第
七
章
ま
で
の

家
族
・
宗
教
・
社
会
階
級
の
集
合
的
記
憶
を
分
析
す
る
後
半
だ
。
双
方
面
白
い

内
容
だ
が
、
心
理
学
・
哲
学
で
議
論
さ
れ
る
個
人
的
な
記
憶
を
徹
底
的
に
批
判

し
集
合
的
記
憶
だ
け
で
人
間
の
記
憶
を
記
述
す
る
前
半
は
、
ま
さ
に
蒙
を
開
か

れ
る
衝
撃
が
あ
る
。

　
例
え
ば
第
一
章
の
「
夢
と
イ
メ
ー
ジ
記
憶
」。
何
故
私
た
ち
は
詳
細
に
夢
を

思
い
出
す
こ
と
が
出
来
な
い
の
か
。
そ
れ
は
夢
の
中
が
社
会
的
枠
組
み
に
収
ま

ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
時
間
や
場
所
な
ど
が
共
有
さ
れ
ず
、
詳
細
に
何
が
流
れ

た
の
か
を
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
夢
の
中
。
体
験
は
個
人
的
な
も
の
で
も

思
い
出
す
行
為
に
は
社
会
的
な
枠
組
み
が
い
る
。
そ
し
て
現
在
ど
の
よ
う
な
環

境
に
い
る
の
か
、
ど
の
よ
う
な
概
念
や
語
彙
を
用
い
て
い
る
か
で
思
い
起
こ
す

記
憶
は
変
わ
っ
て
し
ま
う
。
ゆ
え
に
個
人
の
純
粋
な
記
憶
は
存
在
し
な
い
。

　

集
合
的
記
憶
の
並
列
す
る
個
人

　
こ
う
し
た
集
合
的
記
憶
を
考
え
る
時
、
読
者
は
全
て
の
過
去
を
統
合
す
る
巨

大
な
一
つ
の
記
憶
を
連
想
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
ア
ル
ヴ
ァ
ッ
ク
ス
の

議
論
は
、
多
く
の
集
合
的
記
憶
が
並
列
し
て
い
る
個
人
を
記
述
す
る
。

　
例
え
ば
家
族
の
記
憶
を
他
者
と
共
有
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
両
親
の
性
格
、

日
々
の
暮
ら
し
、
家
の
環
境
、
使
い
古
し
た
あ
の
家
具
。
そ
う
し
た
細
部
の
記

憶
は
家
族
と
い
う
集
合
的
な
記
憶
を
形
成
し
、
他
の
社
会
的
領
域
を
相
対
化
す

る
力
を
持
っ
て
い
る
。
宗
教
な
ど
を
含
め
集
合
的
記
憶
は
全
体
を
吸
収
す
る
唯

一
の
記
憶
の
よ
う
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
は
な
く
、
む
し
ろ
異
な
る
記
憶
が
並
列
し

相
対
的
に
存
在
す
る
自
律
的
世
界
と
し
て
機
能
す
る
。

　
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
集
合
的
記
憶
を
引
き
継
ぐ
こ
と
で
、
人
は
社
会
化
す

る
と
い
う
分
析
と
と
も
に
、
そ
う
し
た
集
合
的
記
憶
が
現
在
の
地
点
か
ら
改
変

さ
れ
る
と
い
う
循
環
的
視
点
で
あ
る
。
私
た
ち
は
社
会
的
記
憶
を
前
提
と
し
な

が
ら
も
、
そ
う
し
た
記
憶
を
書
き
換
え
る
力
を
持
っ
て
い
る
。

　「
何
を
記
憶
し
、
何
を
忘
れ
る
の
か
」。
そ
れ
は
自
分
た
ち
が
何
者
で
あ
り
、

何
者
で
あ
る
べ
き
な
の
か
を
捉
え
る
社
会
的
行
為
と
繋
が
る
。
思
い
起
こ
さ
れ

る
過
去
は
現
在
を
変
え
、
残
す
べ
き
記
憶
が
未
来
を
変
え
る
。
歴
史
や
過
去
の

語
り
方
が
話
題
と
な
る
昨
今
、
本
書
は
専
門
家
だ
け
で
な
く
一
般
の
人
々
に
こ

そ
読
ま
れ
て
欲
し
い
一
冊
で
あ
る
。�

（�

き
も
の 

）

�

（
四
一
六
頁
　
税
込
五
一
八
四
円
　
11
月
刊
）

記
憶
の
社
会
的
枠
組
み

モ
ー
リ
ス
・
ア
ル
ヴ
ァ
ッ
ク
ス 

著

鈴
木
智
之
訳

青
弓
社
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　『蹴りたい背中』や『勝
手にふるえてろ』などの作
品で知られる綿矢りさが、
自身の故郷である京都を舞
台に、悩み多き三姉妹の生
活を描いた物語である。図
書館勤めでどこかおっとり
としたところのある長女・綾香は、婚期を逃
してしまったのではないかと強い焦りを感じ
ている。社会人一年目で、ハキハキとした性
格の次女の羽依は、上司との恋愛や周囲との
人間関係に頭を抱えている。大学院生でしっ
かり者の三女・凜は、生まれ育った京都を離
れ、東京での一人暮らしに強い憧れを抱いて
いるが、そのことを両親はなかなか認めてく
れない。
　性格の異なる三姉妹がそれぞれに悶々とし
た日々を過ごしながらも、互いに助け合い支
え合いながら、懸命に生きようとする若々し
い姿が描かれている。果たして、綾香は自分
に見合った結婚相手を見つけることができる
のか？　羽依の恋の行方はいかに？　凜は東
京での新しい生活を無事にスタートさせるこ
とができるのか？　テンポよいストーリーの
展開に、最後まで目が離せない。
　嵐山や府立植物園などの観光スポット、祇
園祭や五山の送り火といったイベントを登場
させるだけでなく、京都人による「いけず」
までをも「京都の伝統芸能」として描いてみ
せるのは、地元人ならではの視点である。私
たちはそこに綿矢の地元への強い愛を見て取
れるだけでなく、そこに描かれる京都の姿を
リアルなものとして感じることができる。綾
香や羽依、凜たちは一体どの辺りを歩いてい
たのだろうか？　――そんなことに思いを馳
せながら、京の街を散策してみるのも、また
ひとつ面白いかもしれない。� （�八雲 ）
� （248 頁　税込 529 円）

手のひらの京
綿矢りさ著
新潮文庫

　
み
な
さ
ん
は
京
都
に
ど
ん
な
イ
メ
ー
ジ
を
抱
い
て
い
ま
す
か
。

神
社
仏
閣
を
始
め
と
し
た
観
光
ス
ポ
ッ
ト
で
し
ょ
う
か
、
京
大

を
中
心
に
し
た
学
問
の
都
市
で
し
ょ
う
か
、
も
し
く
は
独
特
の

食
べ
物
が
食
べ
ら
れ
る
グ
ル
メ
ス
ポ
ッ
ト
で
し
ょ
う
か
。
歴
史

が
あ
る
京
都
に
と
っ
て
こ
れ
ら
は
ほ
ん
の
一
部
の
イ
メ
ー
ジ
で

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
で
こ
れ
ほ
ど
様
々
な
角
度
か
ら
眺
め

る
こ
と
の
で
き
る
都
市
は
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今

回
は
そ
ん
な
京
都
に
つ
い
て
の
本
を
編
集
委
員
の
関
心
に
基
づ

い
て
集
め
て
み
ま
し
た
。
本
企
画
を
通
し
て
、
み
な
さ
ん
の
新

し
い
京
都
像
が
で
き
れ
ば
幸
い
で
す
。�

（�

う
い
ろ
う 

）

京 都
特集
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　川の流れる町がなんとな
く好きなわたしにとっては、
京都を語るに鴨川は外せな
い。鴨川にまつわる思い出
は、飛び石のように記憶に点
在している。デルタで花火を
したり、ベンチで話しこんだ
り、夜中に友達と歌ったり、はたまた相撲を
とったり。きっと京大生の何気ない日常のな
かに、鴨川は流れている。
　本書では、京都の大学院に進学する正道の
引っ越し記念飲み会に参加した面々それぞれ
の「きょうのできごと」が丁寧に描かれる。
自分のために用意されている、とまで思った
スカートが売り切れていて嘆く真紀。酔うと
卵（それもおたまじゃくしの卵）のなかにい
るような気分がする、と飲み会で話すけいと。
酔ってふすまに大量の直角二等辺三角形の穴
をあける西山。正道は買い出しのため飲み会
を抜けて、春の夜を自転車で走る。
　前輪が水たまりで滑って、派手に転んだ。
そのまま下宿に戻る気も起きず、川の方へと
降りていく。昼間の雨で湿った地面に腰を下
ろしたとき、電話が鳴った。相手は「引っ越
し飲み会に誘ったけど来なかった人」。それ
以上の言葉では説明されない女性と、夜の鴨
川を見つめながらぽつりぽつりと言葉を交わ
す――「鴨川って、淀川とつながってるんや
ろ」「そうやったっけ」「たぶん。じゃあ、そ
こから船でわたしの家まで来れるんかな」。
感傷的な描写はない。転んだ衝撃で凹んだ缶
ビール。右手と右頬のかすり傷。名前のない
関係の二人の、取りとめのない会話。川を横
目に時間は流れる、淡々と。
　話の筋もオチもないけれど、どこにでもあ
る日常はここにしかない。あなたの「きょう
のできごと」は、なんですか？� （�ミセ ）
� （224 頁　税込 670 円）

きょうのできごと　増補新版
柴崎友香著
河出文庫

　時代の転換点にいる時、
僕らはその変化に躊躇って
しまう。消えつつある歴史
の中で息を潜めるか、新時
代の先端へと躍り出るか、
立ち止まって変化を傍観し
ているか。本書の舞台は一
九六九年の京都大学。学生運動が全盛のこの
時代、目まぐるしく変わる常識の中で、若者
たちは未来に戸惑っていた。
　本書は、この時代を映画とテレビの転換点
として描いていく。主人公の「僕」は大の日
本映画好きで、大学に入って出来た友人「清
家忠昭」と、古き良き日本映画について語り
合っていた。京都は日本映画にとってのハリ
ウッドであり、戦前から戦後にかけて多くの
名作が京都の撮影所から飛び立っていった。
そんな日本映画の聖地京都は、テレビの流行
によって翳りを見せていく。
　縮小していく撮影地でバイトする僕と清家
は、一人の女優と出会ってしまう。あまりの
美しさに息をのんだその女優は、三〇年前に
死んだ亡霊だった。しかし清家は彼女を、亡
霊と知りながらも恋してしまう。死者に恋を
する友人を、引き留められない僕。価値観や
常識が変わっていく時代の中で、ゲバルト棒
を持つ者、ヒッピーになる者、ノンポリを気
取る者もいた。誰が正解なのかわからない。
ならばフィクションを愛するが故に、幽霊に
恋する友人を、説得する術を持たないのだ。
　京都は伝統を持つ街であるが故に、新しい
時代の風に晒されて、失うものも多かった。
僕らは何かを失くしてしまった、しかしそれ
が何かが分からない。古き良き時代に郷愁を
覚えながらも、新時代の幕開けと向き合う学
生たちの葛藤は、今を生きる僕らの悩みと通
ずるものがあるかもしれない。� （�きもの ）
� （328 頁　税込 605 円）

活動寫眞の女
浅田次郎著
集英社文庫
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　主人公の針塚圭介は、春
から京都大学一回生。吉田
南のサークル新歓の盛り上
がりを横目に、大学生活へ
の期待を膨らませている。
　……とくれば、勘のいい
読者は「ああ、京大の（変
な）サークル小説モノね」と思うかもしれな
い。実際、その推測は外れていない。針塚圭
介は「変」なサークル「京都観察会」と出会
い、まるで魔女のような「会長」の不思議な
魅力に引き込まれていく。いわく、「一寸先
は闇だというが、自分から闇に踏みこむとは
思っていなかった」。活動は、カフェテリア・
ルネで週に二日集まってご飯を食べること。
サークルのメンバーは、自分と同じタイミン
グで入会した一回生の中道さん以外、全員四
回生。一癖ふた癖あるメンバーと、謎を増し
てゆく会長に揉まれながら、春は洋服をそろ
えるために四条河原町、夏になれば夜中の吉
田山で肝試しと、大学生的な京都生活を満喫
する。
　とはいえ描かれるのは、目新しくも風光明
媚でもない平凡な京都である。「これまでは
わざわざ聖護院八ツ橋の角を右折して、東大
路通から大学に入っていたのだが、京都ハン
ディクラフトセンターという外国人観光客用
の土産物屋の横に裏道があることを発見し
た」といった、京大生のあるあるネタではあ
るが、なんてことのない描写が多い。しかし、
こんな地味な発見の積み重ねこそが大学生的
京都生活であろう、というのは言い過ぎだろ
うか。
　入学したての方々はもちろん、すでに一回
生の初々しさを失ったみなさんも、一度初心
に戻り、新入生の目で京都を楽しんでみては
いかがだろうか。� （�投稿・のし梅 ）
� （277 頁　税込 1296 円）

エトランゼのすべて
森田季節著

講談社

　日本において同時期にこ
れだけ独創的な哲学者が一
堂に会する時代は後にも先
にもこのときだけだったと
言われるように、京都学派
は百花繚乱の個性咲き乱れ
る集団であった。では、な
ぜ同時期にこれほど個性豊かな面々が京都と
いう地に集まっていたのだろうか。
　本書は京都学派についての本だが、難解な
理論は一切語られない。そこに展開されてい
るのは、京都帝国大学設立から太平洋戦争終
了までの京都学派関係者の書簡を引用しなが
ら描かれる「物語」である。
　京大設立時の東大というのは何よりも権威
が大きな比重を占めていた。たとえば、内村
鑑三不敬事件で有名な東大教授・井上哲次郎
に表れているように、彼は古稀まで教授職を
固持し、哲学界隈で最も権威ある日本哲学会
の重鎮であり続けた。このように東大は権威
を何よりも大切にしている場であり、こうし
た権威とは違った自由で闊達な学問を行わな
ければならないという要請を満たすために設
立されたのが京大であった。そのために必要
なのはどれだけユニークな人間を迎え入れる
かということであり、そこで教授として迎え
入れられたのが大学を出ていない一介の新聞
記者であった東洋史の内藤湖南であり、東大
のなかでも差別されていた「選科」の出身で
あった哲学の西田幾多郎だった。こうした権
威を一切無視した人事により京大は後世にも
類を見ないほどの個性豊かな学問が次々に生
まれてくる場となったのだった。
　しかし、今の京大にこれだけの自由と闊達
さがあるだろうか。むしろ権威的になっては
いないか。本書を読んでそんなことを考え直
すのもいいかもしれない。� （�ういろう ）
� （398 頁　税込 987 円）

物語「京都学派」
―知識人たちの友情と葛藤

竹田篤司著　中公文庫
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　観光だけなら気づきにく
いが、京都に住む、あるい
は通うようになると実感で
きることがある。それは、
この街の変化である。通り
も、そこを行き交う人々の
様子も年々変わってゆく。
名所旧跡こそ昔日の姿を留めるけれども、町
家や古い商店などは建て替えられて徐々に減
っている。
　京都がどれほど変化したのかは、半世紀前
に刊行されたガイドブックである本書を開け
ば明らかである。巻頭の空撮写真を見ると、
街並みがすっかり変わってしまったことが分
かる。また、名所を紹介する図版に写りこん
だ日常風景には、今や失われたものも多い。
主な内容としては地域・時代別に京都の歴史
を紹介しつつ、名所などの案内を行う本書だ
が、現代の目からしてまず興味深いのはこの
点である。
　しかし、本書の真価は図版ではなく、本文
にある。京都のどの名所が面白いかという観
光情報の紹介ではなく、そのコンテクストを
解説してくれるからだ。個々の建物や施設の
見どころなどではなく、ある地域が京都の歴
史において果たした役割を詳説している。そ
れゆえに、読者は地域の特性を背景として、
それぞれの名所のあり方を理解することがで
きる。こうした事情は時代が変化しても変わ
らないものであるから、今読んでも決して古
びない一冊となっている。
　情報量が多く、観光には使えないかもしれ
ないが、本学の学生にとっては面白い一冊で
ある。京都がまだ目新しい入学当初とこの街
に慣れ切った卒業時では読んだ感想も異なる
だろう。ぜひ、二度読んで自身の変化も感じ
てみてほしい。� （�蕨餅 ）
� （257 頁　税込 950 円）

京都
林屋辰三郎著

岩波新書

　本特集のテーマは京都で
あるが、そもそも京都の定
義ほど難しいものはない。
京都が嫌いな京都人による
京都本のブレイクはなお記
憶に新しいが、平安京の条
坊の中でも御土居堀の中で
もない京大という場所でそれを考えることに
はそれ自体に意味があろう。
　本書『�民衆と天皇 』の舞台は京都市の中の
丹波国――旧京北町の歴史を中世の禁裏領か
ら二○世紀まで通時的に探った本である。勤
王農兵隊の山国隊は著名だが、著者二人の民
衆史よりの目線に立脚した歴史叙述が見せる
様相はなかなかにシニカルである。
　住民にとって天皇や朝廷という存在は崇め
るものでも抵抗するものでも、隣近所に住む
「天皇はん」でもなく、家の存続と隆盛のた
めに冷徹に利用するものであった。官職名を
勝手に名乗るのは自家の特権を主張するため、
禁裏御料編入を望むのは税負担を軽減するた
め。読者お楽しみの山国隊についても名乗り
や由緒などで特権を得ようとし、戦後士族身
分編入を求めるような百姓上層のある種のエ
ゴイズムが叙述され、ナショナリズム以前の
近世的勤王の心性に近代人の我々を分け入ら
せる。総力戦での戦死者と勤王の関係につい
て、国策に忠実であった住民から強引に「葛
藤」を引き出してしまった感もあるが、それ
はむしろ後続に託されたテーマともいえるだ
ろう。
　お家と郷土のために利用するものとしての
天皇像は京都という土地が持つ磁場を「京都
もの」より一層鮮烈に切り取っている。旧京
北町とは異なり洛中から目と鼻の先とはいえ、
同じく京都ではない、京大の歴史性を考える
よすがともしたい。� （�投稿・とうこ ）
� （223 頁　税込 2700 円）

民衆と天皇
坂田聡・吉岡拓著

高志書院
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新
刊
コ
ー
ナ
ー

カ
ム
パ
ネ
ル
ラ

山
田
正
紀
著

創
元
Ｓ
Ｆ
文
庫

　
気
が
つ
く
と
「
ぼ

く
」
は
ジ
ョ
バ
ン
ニ

に
な
っ
て
お
り
、
そ

し
て
警
察
に
追
わ
れ

て
い
た
―
―
カ
ム
パ

ネ
ル
ラ
殺
害
の
容
疑
者
と
し
て
。
本
書
は
宮
沢
賢
治

の
『
銀
河
鉄
道
の
夜
』
を
下
敷
き
と
し
た
「
ぼ
く
」

（
ジ
ョ
バ
ン
ニ
）
が
主
人
公
の
物
語
で
あ
る
。

　
主
人
公
は
「
史
実
と
異
な
る
」
昭
和
八
年
の
世
界

に
飛
び
、
現
実
世
界
と
は
異
な
る
内
容
の
『
銀
河
鉄

道
の
夜
』
の
原
稿
を
発
見
す
る
。
そ
し
て
そ
の
物
語

の
ズ
レ
が
「
世
界
線
」
の
ズ
レ
と
な
っ
て
い
る
こ
と

に
気
づ
く
。
ジ
ョ
バ
ン
ニ
と
な
っ
た
主
人
公
は
、
カ

ム
パ
ネ
ル
ラ
殺
人
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
な
が
ら
、
大

き
な
問
い
に
対
峙
し
て
い
く
。
す
な
わ
ち
「
カ
ム
パ

ネ
ル
ラ
は
誰
な
の
か
」、
そ
し
て
「
カ
ム
パ
ネ
ル
ラ

と
は
何
な
の
か
」
…
…
？

　
本
作
で
カ
ム
パ
ネ
ル
ラ
は
「
一
つ
の
「
観
念
」、

あ
る
い
は
「
思
想
」」
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
そ

の
思
想
と
は
、「
僕
は
も
う
、
あ
の
さ
そ
り
の
よ
う

詩
を
書
く
っ
て
ど
ん
な
こ
と
？

若
松
英
輔
著

平
凡
社

　
孤
独
に
言
葉
を
添

え
た
い
な
ら
ば
、
詩

を
書
い
て
み
る
と
い

い
。

　
切
な
る
瞬
間
を
留

め
た
い
な
ら
ば
、
詩
を
書
い
て
み
る
と
い
い
。

　
誠
実
な
心
情
を
育
み
た
い
な
ら
ば
、
詩
を
書
い
て

み
る
と
い
い
。

　
少
し
の
気
恥
ず
か
し
さ
に
う
ろ
た
え
な
が
ら
…
…

　
心
が
濁
流
に
呑
ま
れ
る
思
春
期
に
、
一
片
の
詩
を

編
ん
で
み
る
。
形
の
な
か
っ
た
葛
藤
に
輪
郭
が
与
え

ら
れ
、
悩
ん
で
い
る
自
分
自
身
が
紙
面
に
浮
か
ぶ
。

詩
を
書
く
こ
と
、
そ
れ
は
言
葉
を
使
え
れ
ば
す
ぐ
に

始
め
ら
れ
る
芸
術
で
あ
り
、
情
報
に
呑
ま
れ
る
中
で
、

自
身
を
省
み
る
瞑
想
の
行
で
あ
る
。

　
本
書
は
詩
人
へ
の
招
待
状
で
あ
る
。
名
作
を
紹
介

し
、
詩
の
楽
し
み
を
伝
え
る
入
門
書
は
数
多
あ
れ
ど
、

本
書
ほ
ど
「
何
故
詩
を
書
く
こ
と
が
必
要
な
の
か
」

を
教
え
て
く
れ
る
本
は
な
い
。
そ
の
裏
側
に
は
、
今

私
た
ち
が
誠
実
に
言
葉
を
使
え
な
い
背
景
が
あ
る
。

反
射
的
に
言
葉
を
用
い
、
コ
ピ
ペ
の
よ
う
に
他
人
の

言
葉
を
使
え
て
し
ま
う
環
境
の
中
で
、
拙
く
て
も
未

熟
で
も
、
正
面
か
ら
心
と
向
き
合
う
詩
と
い
う
表
現

が
、
言
葉
の
深
遠
さ
を
教
え
て
く
れ
る
。

　「
人
が
い
ち
ば
ん
つ
ら
い
と
き
、
そ
ば
に
い
る
の

は
人
間
で
は
な
く
、
言
葉
で
す
。」

　
生
き
る
こ
と
の
楽
し
み
を
忘
れ
た
時
、
詩
は
失
く

し
た
思
い
出
を
拾
っ
て
く
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
大

切
な
人
を
失
っ
た
時
、
最
初
の
慰
み
は
自
分
が
書
い

た
言
葉
か
も
し
れ
な
い
。
詩
を
書
く
こ
と
、
そ
れ
は

鈍
感
に
な
っ
た
心
の
愁
し
み
を
、
美
し
み
を
、
再
び

鋭
敏
に
さ
せ
る
営
み
で
あ
る
。�

（�

き
も
の 

）

�

（
二
三
一
頁
　
税
込
一
五
一
二
円
　
3
月
刊
）

に
ほ
ん
と
う
に
み
ん
な
の
幸
い
の
た
め
な
ら
ば
僕
の

か
ら
だ
な
ん
か
、
百
ぺ
ん
灼
い
て
も
か
ま
わ
な
い
」

と
い
う
「
蠍
の
火
」
の
ご
と
き
自
己
犠
牲
の
精
神
だ
。

そ
の
「
賢
治
の
「
思
想
」
の
い
わ
ば
体
現
者
」
た
る

カ
ム
パ
ネ
ル
ラ
の
死
の
意
味
を
理
解
し
た
と
き
、
主

人
公
は
カ
ム
パ
ネ
ル
ラ
と
の
決
別
を
選
ぶ
。

　『
銀
河
鉄
道
の
夜
』
は
幼
少
期
に
一
度
読
ん
で
い

た
が
、
本
書
を
き
っ
か
け
に
再
度
手
に
取
り
始
め
た
。

本
書
を
片
手
に
再
び
銀
河
鉄
道
に
乗
り
込
ん
だ
と
き
、

そ
の
車
窓
か
ら
は
違
っ
た
景
色
が
見
え
る
か
も
し
れ

な
い
。
そ
れ
は
星
々
の
光
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
生

命
の
光
だ
ろ
う
か
―
―
。
銀
河
鉄
道
の
旅
は
、
ま
だ

終
わ
ら
な
い
。�

（�

投
稿
・
出
席
点 

）

�

（
三
七
五
頁
　
税
込
九
九
四
円
　
2
月
刊
）
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凍
ト
ー
マ
ス
・
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
著

池
田
信
雄
訳　

河
出
書
房
新
社

　
ペ
ー
ジ
を
め
く
れ

ど
め
く
れ
ど
、
希
望

は
な
い
。
そ
こ
に
あ

る
の
は
絶
望
と
死
と
、

凍
て
つ
く
よ
う
な
寒

さ
だ
け
。「
人
生
と
は
、
純
粋
で
澄
み
切
っ
た
も
っ

と
も
暗
い
結
晶
性
の
絶
望
だ
」。

　
研
修
医
の
主
人
公
は
、
上
司
で
あ
る
外
科
医
か
ら

自
分
の
弟
を
観
察
し
て
ほ
し
い
と
の
依
頼
を
受
け
る
。

そ
の
弟
は
画
家
で
、
二
〇
年
来
会
っ
て
い
な
い
と
い

う
。
主
人
公
は
画
家
の
住
む
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
寒
村

へ
と
向
か
い
、
画
家
と
対
面
す
る
。
不
治
の
病
に
侵

さ
れ
、
頭
痛
や
腫
瘍
に
苦
し
め
ら
れ
る
画
家
。
彼
だ

け
で
な
く
、
村
じ
ゅ
う
に
瘴
気
が
蔓
延
し
て
い
る
。

そ
れ
に
加
え
て
、
空
気
か
ら
は
先
の
大
戦
の
暴
力
の

臭
い
。
そ
こ
は
「
人
間
の
可
能
性
を
帳
消
し
に
す

る
」
場
所
。「
残
酷
と
愚
鈍
、
卑
猥
と
誇
大
妄
想
、

妄
言
と
殺
人
、
組
織
的
死
滅
の
温
床
」。
画
家
の
口

か
ら
語
ら
れ
る
言
葉
は
暗
さ
と
鋭
さ
を
い
や
増
し
て
、

主
人
公
の
心
の
内
部
ま
で
入
り
こ
ん
で
ゆ
く
。

　
滞
在
し
て
二
週
間
が
過
ぎ
た
こ
ろ
、
隣
村
で
火
災

が
発
生
、
死
者
を
出
し
た
。
画
家
が
雪
道
で
出
会
っ

た
男
が
、
別
れ
て
ま
も
な
く
橇
の
下
敷
き
に
な
っ
て

死
亡
し
た
。
家
畜
泥
棒
が
道
中
で
牛
を
屠
り
、
小
川

が
血
で
真
っ
赤
に
染
ま
っ
た
。
次
々
と
襲
い
く
る
死
。

主
人
公
に
は
「
突
然
す
べ
て
が
悪
臭
を
は
な
ち
始
め
、

何
を
ほ
ん
の
少
し
想
像
し
て
も
、
ど
ん
な
に
遠
く
隔

た
っ
た
も
の
を
想
像
し
て
も
み
な
悪
臭
を
は
な
っ

た
」。
画
家
の
病
が
主
人
公
を
蝕
ん
で
ゆ
く
。

　
現
代
オ
ー
ス
ト
リ
ア
を
代
表
す
る
作
家
ベ
ル
ン
ハ

ル
ト
。
初
め
て
の
長
編
で
あ
る
本
書
に
は
、
畳
み
か

け
る
よ
う
な
文
体
や
ペ
シ
ミ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
雰
囲
気

な
ど
、
彼
の
作
風
が
濃
密
に
現
れ
て
い
る
。
季
節
外

れ
の
絶
望
に
、
身
震
い
し
て
み
て
は
。�

（�

ミ
セ 

）

�

（
二
八
八
頁
　
税
込
三
四
五
六
円
　
1
月
刊
）

　
漫
画
『
百
日
紅
』

や
ゲ
ー
ム
な
ど
に
登

場
す
る
葛
飾
北
斎
に

興
味
を
持
っ
た
が
、

ど
の
本
か
ら
読
め
ば

よ
い
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
方
や
、
美
術
に
興
味
が

あ
る
が
ど
の
本
か
ら
読
ん
だ
ら
よ
い
か
わ
か
ら
な
い

と
い
う
方
に
、
本
書
は
お
す
す
め
の
一
冊
で
あ
る
。

　
本
書
は
北
斎
の
作
品
で
最
も
有
名
な
『
富
嶽
三
十

六
景
』
四
六
作
全
て
を
、
各
々
見
開
き
二
頁
の
図
版

と
二
頁
の
作
品
解
説
に
、
三
〇
頁
弱
の
巻
末
解
説
を

付
し
て
フ
ル
カ
ラ
ー
で
収
録
し
て
い
る
。
美
術
初
心

者
で
も
見
た
こ
と
の
あ
る
絵
が
多
い
だ
ろ
う
。
肝
心

の
絵
画
の
図
版
が
、
文
庫
本
の
中
央
綴
じ
込
み
部
を

開
き
き
れ
ず
見
辛
い
も
の
の
、
そ
の
印
刷
は
鮮
明
で

高
精
細
な
た
め
、
見
ご
た
え
が
あ
る
。
特
に
「
北
斎

ブ
ル
ー
」
と
も
呼
ば
れ
る
、
富
士
山
や
空
、
海
の
青

に
用
い
ら
れ
る
「
ベ
ロ
藍
」
が
鮮
や
か
に
印
刷
さ
れ
、

北
斎
の
美
し
い
絵
を
十
二
分
に
堪
能
で
き
る
。
で
き

る
だ
け
摺
り
の
時
期
が
早
く
、
保
存
状
態
の
良
い
作

品
を
収
録
す
る
、
と
い
う
編
集
方
針
も
良
心
的
だ
。

ま
た
、
各
二
頁
の
作
品
解
説
は
、
端
的
か
つ
的
確
で
、

美
術
初
心
者
に
も
わ
か
り
や
す
く
、
作
品
鑑
賞
・
理

解
の
優
れ
た
補
助
線
と
な
る
だ
ろ
う
。

　
一
方
、
北
斎
に
つ
い
て
の
伝
記
的
な
解
説
は
コ
ン

パ
ク
ト
で
あ
り
、『
も
っ
と
知
り
た
い
葛
飾
北
斎
―

生
涯
と
作
品
』
な
ど
他
書
を
あ
た
る
必
要
が
あ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
は
北
斎
の
作
品
そ
の
も
の
を
ま
ず
鑑

賞
し
て
ほ
し
い
と
い
う
編
者
の
意
図
を
反
映
し
た
も

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
本

書
は
美
麗
な
図
版
で
北
斎
の
『
富
嶽
三
十
六
景
』
全

作
品
を
手
軽
に
鑑
賞
で
き
る
と
い
う
点
に
お
い
て
そ

の
意
を
体
現
し
た
良
書
で
あ
り
、
は
じ
め
の
一
冊
と

し
て
強
く
お
薦
め
で
き
る
。�

（�

投
稿
・
行
人 

）

�

（
二
二
九
頁
　
税
込
一
〇
八
〇
円
　
1
月
刊
）

北
斎
　
富
嶽
三
十
六
景

日
野
原
健
司
編
著

岩
波
文
庫
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学
問
か
ら
の
手
紙

宮
野
公
樹
著

小
学
館

　
本
書
は
、
京
都
大

学
の
学
際
融
合
教
育

研
究
推
進
セ
ン
タ
ー

に
所
属
し
て
い
る
著

者
に
よ
る
、
学
問
に

関
す
る
理
論
・
実
践
を
扱
っ
た
著
作
で
あ
る
。

　
一
章
で
は
主
と
し
て
大
学
論
を
、
二
章
で
は
本
書

の
主
眼
と
な
る
学
問
論
が
展
開
さ
れ
、
三
章
で
は
著

者
が
携
わ
る
実
践
に
つ
い
て
の
紹
介
や
解
説
が
な
さ

れ
て
い
る
。

　
ポ
ッ
プ
な
表
紙
と
は
裏
腹
に
、「
研
究
」
と
「
学

問
」
と
「
趣
味
」
は
ど
う
違
う
の
か
と
い
う
問
い
や
、

「
異
分
野
融
合
」「
基
礎
研
究
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン

の
孕
む
問
題
な
ど
、
本
書
の
論
じ
る
テ
ー
マ
は
い
ず

れ
も
重
い
。

　
こ
れ
ら
の
著
者
の
議
論
か
ら
明
ら
か
に
な
る
の
は
、

学
問
に
携
わ
る
、「
コ
ト
バ
」
を
大
事
に
す
べ
き
学

者
達
が
、
そ
れ
を
蔑
ろ
に
し
て
き
た
と
い
う
事
実
で

あ
る
。
学
者
は
官
僚
や
政
治
家
の
無
理
解
を
嘆
き
が

ち
だ
が
、
学
者
の
側
に
も
反
省
す
べ
き
面
が
あ
る
と

言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
三
章
で
著
者
が
紹
介
す
る
取
り
組
み
事
例
は
、

「
学
問
」
と
真
摯
に
向
き
合
う
著
者
な
ら
で
は
と
い

う
べ
き
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
評
者
も
い
く
つ
か
の

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
文
字
だ
け

で
は
伝
わ
ら
な
い
熱
気
や
雰
囲
気
も
あ
る
。
読
者
に

は
、
実
際
に
参
加
す
る
こ
と
も
お
勧
め
し
た
い
。

　
本
書
で
繰
り
返
し
強
調
さ
れ
て
い
る
が
「
学
問
」

は
大
学
の
占
有
物
で
は
な
い
。
こ
の
意
味
で
、
本
書

の
「
宛
先
」
は
「
学
問
」
を
必
要
と
す
る
、
全
て
の

人
類
で
あ
る
。

　
読
了
後
、
自
分
自
身
の
問
い
直
し
を
迫
ら
れ
る
こ

と
に
な
る
、
本
書
と
い
う
「
手
紙
」
が
多
く
の
人
々

に
届
く
こ
と
を
望
ん
で
や
ま
な
い
。� （�

投
稿
・
藪
池 

）

�

（
二
二
四
頁
　
税
込
一
五
一
二
円
　
3
月
刊
）

　
科
学
に
関
す
る
本

に
は
大
き
く
分
け
て

二
種
類
が
あ
る
。
一

つ
は
専
門
家
向
け
の

書
籍
、
も
う
一
つ
は

一
般
向
け
の
解
説
書
で
あ
る
。
前
者
は
正
確
で
あ
る

が
誰
も
が
楽
し
め
る
も
の
で
は
な
く
、
後
者
は
興
味

深
い
が
な
に
か
は
ぐ
ら
か
さ
れ
て
い
る
気
が
す
る
。

正
確
で
あ
り
、
し
か
も
面
白
い
解
説
書
で
あ
る
本
書

は
例
外
的
で
あ
ろ
う
。

　
生
物
の
形
や
模
様
が
ど
の
よ
う
に
で
き
る
か
を
解

説
す
る
こ
と
が
本
書
の
主
な
内
容
で
あ
る
。
本
書
で

扱
わ
れ
る
具
体
例
は
誰
に
で
も
な
じ
み
深
い
も
の
で

あ
る
。
貝
殻
は
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
形
な
の
か
。
シ
マ

ウ
マ
の
縞
、
魚
の
模
様
、
指
紋
と
い
っ
た
パ
タ
ー
ン

は
ど
の
よ
う
に
で
き
る
の
か
。
こ
う
し
た
素
朴
だ
が

難
し
い
疑
問
に
、
数
理
的
な
観
点
か
ら
解
答
し
て
い

く
。
こ
れ
は
確
か
に
数
学
に
よ
る
説
明
で
あ
る
が
、

図
な
ど
も
用
い
て
お
り
、
だ
れ
で
も
そ
れ
ほ
ど
困
難

な
く
理
解
で
き
る
だ
ろ
う
。
特
に
、
植
物
の
形
と
フ

ィ
ボ
ナ
ッ
チ
数
列
と
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
た
一
節

は
必
見
で
あ
る
。「
数
学
の
神
秘
」
を
取
り
除
い
て

説
明
し
て
ゆ
く
流
れ
は
鮮
や
か
だ
。
こ
う
し
た
「
本

筋
」
は
も
ち
ろ
ん
、
著
者
の
研
究
を
語
っ
た
エ
ッ
セ

イ
や
所
々
に
挿
入
さ
れ
る
コ
ラ
ム
も
非
常
に
面
白
い
。

京
大
医
化
学
教
室
所
属
で
あ
っ
た
著
者
が
、
こ
っ
そ

り
と
実
験
を
し
て
魚
の
模
様
が
チ
ュ
ー
リ
ン
グ
パ
タ

ー
ン
と
呼
ば
れ
る
も
の
の
一
例
で
あ
る
と
示
す
ま
で

の
経
緯
は
読
ん
で
い
て
引
き
込
ま
れ
る
。

　
比
較
的
し
っ
か
り
と
し
た
解
説
の
あ
る
本
だ
が
、

著
者
の
語
り
口
も
あ
い
ま
っ
て
気
負
わ
ず
に
読
め
る
。

科
学
の
面
白
さ
だ
け
で
は
な
く
、
謎
を
解
明
す
る
と

い
う
研
究
の
醍
醐
味
も
体
感
さ
せ
て
く
れ
る
一
冊
で

あ
る
。�

（�

蕨
餅 

）

�

（
三
〇
四
頁
　
税
込
一
〇
三
六
円
　
3
月
刊
）

波
紋
と
螺
旋
と
フ
ィ
ボ
ナ
ッ
チ

近
藤
滋
著

角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫
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難
解
で
得
体
の
知

れ
な
い
学
問
、
あ
な

た
は
哲
学
に
対
し
て

そ
ん
な
印
象
を
抱
い

て
い
な
い
だ
ろ
う
か
。

確
か
に
哲
学
専
攻
の
私
で
さ
え
時
に
こ
の
界
隈
の

人
々
が
何
を
し
た
い
の
か
理
解
で
き
な
い
こ
と
が
あ

る
。
け
れ
ど
も
彼
ら
は
遠
い
惑
星
か
ら
や
っ
て
き
た

エ
イ
リ
ア
ン
な
ん
か
で
は
な
い
。
ち
ょ
う
ど
仕
事
や

趣
味
の
こ
と
で
頭
が
い
っ
ぱ
い
に
な
る
人
の
よ
う
に
、

彼
ら
も
特
定
の
見
方
や
考
え
方
か
ら
離
れ
ら
れ
な
く

な
っ
た
捕
ら
わ
れ
人
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

　
本
書
で
は
計
八
人
の
論
者
に
よ
っ
て
芸
術
・
ペ
ッ

ト
・
宗
教
な
ど
比
較
的
身
近
な
も
の
か
ら
因
果
・
言

語
・
存
在
な
ど
伝
統
的
な
哲
学
の
問
い
ま
で
多
種
多

様
な
テ
ー
マ
が
扱
わ
れ
て
い
る
。
読
者
は
彼
ら
が
い

か
に
し
て
問
い
に
取
り
憑
か
れ
、
日
常
を
ま
っ
た
く

異
な
る
仕
方
で
眺
め
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
を
見
い

だ
す
だ
ろ
う
。
第
一
章
を
担
当
し
て
い
る
論
者
は
芸

術
祭
と
い
う
社
会
現
象
の
な
か
に
、
も
し
く
は
異
性

の
美
貌
に
心
惹
か
れ
る
と
い
う
些
細
な
一
場
面
の
な

か
に
さ
え
、
プ
ラ
ト
ン
以
来
の
美
学
の
遍
歴
を
読
み

今
か
ら
は
じ
め
る
哲
学
入
門

戸
田
剛
文
編

京
都
大
学
学
術
出
版
会

取
る
。
ま
た
別
の
論
者
は
愛
犬
の
ち
ょ
っ
と
し
た
振

る
舞
い
を
気
に
し
す
ぎ
て
遂
に
は
動
物
倫
理
の
問
題

に
ま
で
発
展
さ
せ
る
。
ど
の
テ
ー
マ
に
お
い
て
も
問

い
の
端
緒
か
ら
き
ち
ん
と
描
か
れ
て
い
る
た
め
、
無

理
な
く
世
界
観
に
入
り
込
む
こ
と
が
で
き
る
。

　
も
し
な
か
に
気
に
な
っ
た
テ
ー
マ
が
あ
れ
ば
、
章

末
に
添
え
ら
れ
た
参
考
図
書
で
問
い
を
さ
ら
に
追
求

す
る
と
良
い
だ
ろ
う
。
そ
の
時
す
で
に
あ
な
た
は
知

ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
哲
学
を
始
め
て
い
る
。
本
書

を
読
め
ば
、
エ
イ
リ
ア
ン
と
思
わ
れ
て
い
た
哲
学
者

も
き
っ
と
身
近
な
一
人
の
人
間
と
し
て
感
じ
ら
れ
て

く
る
に
違
い
な
い
。�

（�

投
稿
・
三
つ
葉 

）

�

（
二
五
一
頁
　
税
込
一
九
四
四
円
　
2
月
刊
）

　「
我
思
う
、
ゆ
え

に
我
あ
り
」。
古
代

ギ
リ
シ
ャ
以
来
連
綿

と
つ
づ
く
西
洋
哲
学

の
歴
史
の
中
で
、
こ

れ
ほ
ど
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
言
葉
も
珍
し
い
。
他
で

も
な
い
、
本
書
の
タ
イ
ト
ル
に
掲
げ
ら
れ
た
哲
学
者

ル
ネ
・
デ
カ
ル
ト
が
、「
方
法
的
懐
疑
」
の
末
に
切

り
開
い
た
新
境
地
を
表
す
言
葉
で
あ
る
。

　
本
書
は
、
か
つ
て
本
学
の
人
間
・
環
境
学
研
究
科

の
研
究
科
長
も
務
め
た
冨
田
恭
彦
に
よ
る
デ
カ
ル
ト

哲
学
へ
の
入
門
書
で
あ
る
。
デ
カ
ル
ト
が
ど
の
よ
う

な
人
生
を
歩
ん
だ
の
か
を
、
当
時
の
世
界
情
勢
を
踏

ま
え
な
が
ら
概
観
し
た
の
ち
、
か
の
「
方
法
的
懐

疑
」
の
態
度
が
現
れ
て
い
る
彼
の
主
著
『
省
察
』
に

お
け
る
議
論
に
深
く
迫
っ
て
い
く
。

　
学
問
が
探
究
す
る
た
め
の
土
台
と
な
る
「
絶
対
確

実
な
知
識
」
と
は
一
体
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
。

諸
学
の
基
礎
と
な
る
「
第
一
哲
学
」
に
向
け
ら
れ
る

こ
の
問
い
に
、
デ
カ
ル
ト
は
立
ち
向
か
っ
た
。
感
覚

に
よ
る
知
識
も
数
学
に
よ
る
知
識
も
絶
対
的
で
は
な

い
と
い
う
「
懐
疑
」
の
末
に
た
ど
り
着
い
た
の
は
、

疑
う
「
心
」
と
し
て
の
私
の
存
在
だ
け
は
疑
い
得
な

い
、
と
い
う
発
想
の
転
換
で
あ
っ
た
。
デ
カ
ル
ト
に

よ
る
こ
の
議
論
は
や
が
て
、
後
世
の
哲
学
的
議
論
へ

と
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

　
原
語
で
の
表
記
や
そ
の
読
み
方
が
併
記
さ
れ
て
い

る
な
ど
、
も
と
も
と
の
専
門
が
デ
カ
ル
ト
で
あ
っ
た

（
卒
業
論
文
の
テ
ー
マ
で
も
あ
っ
た
そ
う
だ
）
冨
田

の
並
々
な
ら
ぬ
熱
意
が
要
所
要
所
に
感
じ
ら
れ
る
。

あ
る
い
は
、
冨
田
の
こ
の
情
熱
的
な
姿
勢
は
、
絶
対

確
実
な
知
識
を
求
め
る
基
盤
に
ど
こ
ま
で
も
潔
癖
で

あ
っ
た
デ
カ
ル
ト
の
熱
意
に
、
ど
こ
か
で
通
じ
合
っ

て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。�

（�

八
雲 

）

�

（
三
三
六
頁
　
税
込
一
二
九
六
円
　
2
月
刊
）

デ
カ
ル
ト
入
門
講
義冨

田
恭
彦
著

ち
く
ま
学
芸
文
庫
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基
礎
づ
け
る
と
は
何
か

ジ
ル
・
ド
ゥ
ル
ー
ズ
著

國
分
功
一
郎
他
編
訳

ち
く
ま
学
芸
文
庫

　
ジ
ル
・
ド
ゥ
ル
ー

ズ
。
現
代
思
想
を
嗜

ん
だ
こ
と
の
あ
る
人

な
ら
耳
に
す
る
名
前

で
あ
る
。
ベ
ル
ク
ソ

ン
の
「
生
の
哲
学
」
を
二
〇
世
紀
に
お
い
て
再
検
討

し
、「
リ
ゾ
ー
ム
」
や
「
潜
在
性
」
な
ど
の
概
念
と

共
に
人
間
の
生
き
る
と
い
う
営
み
を
肯
定
的
に
捉
え

た
彼
の
哲
学
は
そ
の
死
後
二
〇
年
余
り
経
っ
た
現
在

も
変
わ
ら
ず
研
究
対
象
で
あ
り
続
け
て
い
る
。

　
本
書
は
彼
の
行
な
っ
た
講
義
そ
の
他
、
初
期
の
論

考
を
新
訳
し
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
本
書
の
タ
イ

ト
ル
に
も
な
っ
て
い
る
講
義
は
リ
セ
で
の
も
の
だ
が
、

哲
学
の
根
本
を
な
す
「
考
え
る
こ
と
」
の
前
提
と
な

る
部
分
を
人
は
如
何
に
し
て
形
作
っ
て
き
た
の
か
と

い
う
問
い
を
掘
り
下
げ
る
。

　
人
は
社
会
的
動
物
で
あ
る
が
故
に
自
ら
の
行
動
目

的
と
し
て
の
欲
望
を
自
然
な
形
で
は
な
く
社
会
的
規

範
に
則
っ
た
形
で
充
足
さ
せ
る
。
こ
の
命
題
に
つ
い

て
ド
ゥ
ル
ー
ズ
は
哲
学
の
徒
と
し
て
身
近
な
「
考
え

る
」
と
い
う
行
動
を
例
に
と
り
、
主
体
性
と
い
う
観

点
か
ら
カ
ン
ト
・
ヒ
ュ
ー
ム
等
の
超
越
論
的
・
経
験

論
的
立
場
を
比
較
し
つ
つ
哲
学
史
を
踏
ま
え
て
考
察

を
進
め
る
。

　
自
然
・
社
会
と
そ
こ
に
置
か
れ
た
人
間
と
い
う
テ

ー
マ
は
続
く
ル
ソ
ー
に
つ
い
て
の
講
義
に
も
持
ち
越

さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
ル
ソ
ー
と
ホ
ッ
ブ
ズ
が
比
較
さ

れ
、
ル
ソ
ー
の
唱
え
た
社
会
契
約
と
自
由
意
志
と
の

関
係
に
つ
い
て
分
析
が
行
わ
れ
る
。

　
こ
こ
に
現
れ
る
若
き
日
の
ド
ゥ
ル
ー
ズ
は
哲
学
史

家
と
し
て
の
顔
を
持
つ
。
本
書
は
現
在
も
な
お
研
究

者
を
魅
了
す
る
彼
の
思
想
を
基
礎
づ
け
る
も
の
と
し

て
参
照
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。�

（�

ね
こ 

）

�

（
三
七
四
頁
　
税
込
一
四
〇
四
円
　
11
月
刊
）

　
差
別
の
告
発
が
不

毛
な
反
発
と
糾
弾
の

激
化
に
帰
着
す
る
の

を
度
々
目
に
す
る
に

つ
け
て
思
わ
ざ
る
を

え
な
い
の
は
、
そ
も
そ
も
「
差
別
と
は
何
か
」
と
根

本
か
ら
問
い
直
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。

社
会
学
者
が
差
別
行
為
一
般
に
つ
い
て
論
じ
た
本
書

こ
そ
、
こ
の
問
い
に
正
面
か
ら
応
答
し
た
理
論
書
と

し
て
真
っ
先
に
参
照
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
著
者
は
差
別
論
を
組
み
立
て
る
に
あ
た
っ
て
そ
れ

を
、
社
会
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
よ
る
不
当
に
異
な
っ
た

扱
い
を
不
平
等
と
い
う
権
利
侵
害
と
し
て
捉
え
る
人

権
論
か
ら
峻
別
す
る
と
こ
ろ
か
ら
出
発
す
る
。
人
権

論
が
扱
わ
れ
る
客
体
間
の
差
異
を
問
題
と
す
る
の
に

対
し
、
差
別
論
は
差
別
の
主
体
と
客
体
の
関
係
の
非

対
称
性
に
着
目
す
る
。
さ
ら
に
著
者
は
そ
れ
を
二
者

関
係
で
は
な
く
、
共
犯
者
と
い
う
第
三
項
を
不
可
欠

な
契
機
と
す
る
三
者
関
係
と
し
て
捉
え
る
。
問
題
の

混
乱
の
元
で
あ
る
差
別
の
心
理
（
偏
見
）
へ
の
還
元

に
陥
る
こ
と
な
く
、
あ
く
ま
で
行
為
の
次
元
に
お
い

て
、
差
別
者
が
共
犯
者
を
同
化
す
る
と
同
時
に
被
差

別
者
を
他
者
化
し
排
除
す
る
過
程
を
詳
細
に
分
析
す

る
本
書
の
明
快
な
差
別
論
は
、
非
常
に
啓
発
的
で

様
々
な
場
面
に
応
用
可
能
な
も
の
だ
。

　
本
書
後
半
で
は
筒
井
康
隆
の
「
無
人
警
察
」
や
石

原
慎
太
郎
の
「
三
国
人
」
発
言
、
林
道
義
の
父
性
・

母
性
論
と
い
っ
た
事
例
に
お
け
る
差
別
性
が
丁
寧
に

議
論
さ
れ
る
。
新
版
で
は
加
え
て
安
倍
晋
三
の
「
こ

ん
な
人
た
ち
」
発
言
が
と
り
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
よ

う
な
一
見
差
別
と
は
思
わ
れ
な
い
よ
う
な
事
例
に
お

い
て
、
安
倍
の
発
言
と
同
期
す
る
指
差
し
と
視
線
に

つ
い
て
の
精
緻
な
分
析
に
基
づ
き
、
差
別
性
を
指
摘

す
る
議
論
は
特
に
読
み
ご
た
え
が
あ
る
。�

（�

霊
人 

）

�

（
三
四
〇
頁
　
税
込
三
〇
二
四
円
　
12
月
刊
）

新
版 

差
別
論 

偏
見
理
論
批
判

佐
藤
裕
著

明
石
書
店



13

京
大
的
ア
ホ
が
な
ぜ
必
要
か

カ
オ
ス
な
世
界
の
生
存
戦
略

酒
井
敏
著　

集
英
社
新
書

内
閣
総
理
大
臣
の
沖
縄
問
題

塩
田
潮
著

平
凡
社
新
書

ユ
ダ
ヤ
人
と
ユ
ダ
ヤ
教市

川
裕
著

岩
波
新
書

　
米
軍
基
地
問
題
を
め
ぐ
っ
て
、
政
府
が
、
戦
後
、

沖
縄
県
に
ど
の
よ
う
に
向
き
合
っ
て
き
た
か
、
こ
の

一
冊
で
概
観
で
き
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
た

い
が
、
何
か
ら
読
ん
で
い
い
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う

方
に
お
薦
め
の
一
冊
で
あ
る
。

　
本
書
は
、
回
顧
録
を
は
じ
め
政
治
家
の
様
々
な
本

の
参
照
・
引
用
で
構
成
さ
れ
、
た
し
か
に
新
規
性
は

乏
し
い
。
ま
た
、
タ
イ
ト
ル
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に

沖
縄
の
民
衆
か
ら
見
た
戦
後
史
は
抜
け
落
ち
て
い
る
。

し
か
し
、
引
用
・
参
照
さ
れ
て
い
る
本
の
中
で
気
に

な
っ
た
も
の
を
読
ん
で
み
る
、
な
ど
の
形
で
考
え
を

深
め
て
い
く
き
っ
か
け
と
な
る
だ
ろ
う
。

　
一
九
四
六
年
の
吉
田
首
相
か
ら
現
在
の
安
倍
首
相

ま
で
の
舞
台
裏
が
描
か
れ
る
が
、
沖
縄
復
帰
時
の
ド

ル
円
交
換
の
際
、
当
時
の
佐
藤
首
相
が
沖
縄
の
要
請

に
応
え
、
立
場
の
違
い
を
超
え
、
ア
メ
リ
カ
の
頭
越

し
で
行
っ
た
「
ド
ル
・
チ
ェ
ッ
ク
」
の
舞
台
裏
が
特

に
印
象
深
い
。
そ
れ
は
か
つ
て
の
「
保
守
本
流
」
が

持
っ
て
い
た
懐
の
深
さ
、
し
た
た
か
さ
、
底
知
れ
ぬ

恐
ろ
し
さ
で
あ
る
。
本
書
は
、
現
政
権
と
異
な
る

「
保
守
」
が
、
か
つ
て
日
本
に
存
在
し
た
こ
と
を
読

者
に
気
づ
か
せ
る
だ
ろ
う
。�

（�

投
稿
･
Ｉ
Ｔ 

）
�

（
三
〇
八
頁
　
税
込
九
七
二
円
　
1
月
刊
）

　
常
識
に
と
ら
わ
れ
な
い
こ
と
を
や
っ
て
み
る
の
は

重
要
だ
と
言
わ
れ
る
が
、
な
ぜ
重
要
な
の
か
考
え
て

み
た
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
著
者
に
と
っ
て
は
そ

れ
が
こ
れ
か
ら
の
「
カ
オ
ス
」
な
世
界
を
生
き
る
術

に
な
る
か
ら
だ
と
言
う
。
ど
う
い
う
こ
と
か
。

　
本
書
は
、「
京
大
変
人
講
座
」
を
開
講
し
た
著
者

が
こ
れ
か
ら
の
世
界
に
と
っ
て
な
ぜ
「
京
大
的
ア

ホ
」
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
の
か
を
説
い
た
一
冊
で

あ
る
。
こ
こ
で
言
う
「
ア
ホ
」
と
は
「
賢
い
」
の
反

対
語
で
は
な
く
、
常
識
に
と
ら
わ
れ
ず
に
ま
と
も
で

な
い
こ
と
を
や
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
で
は
、
そ
う

し
た
「
ア
ホ
」
が
必
要
に
な
る
の
は
な
ぜ
か
。
そ
れ

は
こ
の
世
界
が
、
因
果
論
的
な
証
明
が
成
立
し
な
い

「
カ
オ
ス
」
で
あ
る
と
認
定
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

人
間
に
は
全
て
を
常
識
に
当
て
は
め
て
説
明
し
た
い

願
望
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
「
カ
オ
ス
」
の
前
で
は
無

意
味
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
予
測
不
能
な

世
界
だ
か
ら
こ
そ
、
常
識
に
と
ら
わ
れ
ず
に
「
ア

ホ
」
な
こ
と
を
や
っ
て
み
る
の
が
こ
れ
か
ら
の
世
界

を
生
き
る
の
に
重
要
に
な
る
の
だ
。

　「
ア
ホ
」
な
こ
と
を
や
ろ
う
。
そ
れ
が
未
来
を
拓

く
一
助
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。�

（�

う
い
ろ
う 

）

�

（
二
五
六
頁
　
税
込
九
二
九
円
　
3
月
刊
）

　
世
界
史
を
振
り
返
る
際
、
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
る

「
ユ
ダ
ヤ
人
」
と
い
う
言
葉
。
し
か
し
こ
の
「
ユ
ダ

ヤ
人
」
と
い
う
表
現
そ
の
も
の
に
疑
問
を
抱
い
た
こ

と
は
あ
る
だ
ろ
う
か
。
宗
教
か
民
族
か
、
私
た
ち
が

自
明
視
し
て
い
る
こ
の
表
現
は
、
本
質
的
に
捉
え
難

さ
を
含
ん
で
い
る
。

　
本
書
は
、「
ユ
ダ
ヤ
」
に
ま
つ
わ
る
諸
事
象
を
歴

史
・
信
仰
・
学
問
・
社
会
と
い
う
観
点
か
ら
論
じ
た

も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
視
点
か
ら
眺
め
た
時
、
民

族
か
宗
教
か
と
一
義
的
に
は
断
定
出
来
な
い
「
ユ
ダ

ヤ
」
の
内
奥
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
イ
ス
ラ
ム
世
界
に
お
け
る
ユ
ダ
ヤ
の
歴
史
や
、
思

想
と
経
済
活
動
な
ど
の
社
会
実
践
が
密
接
に
結
び
つ

い
て
い
る
こ
と
の
克
明
な
描
写
は
、
固
定
観
念
を
説

得
的
に
打
ち
壊
し
て
く
れ
る
。
加
え
て
、
経
済
的
利

害
関
係
に
翻
弄
さ
れ
な
が
ら
、
利
用
さ
れ
迫
害
さ
れ

て
き
た
ユ
ダ
ヤ
の
人
々
の
歴
史
や
物
の
捉
え
方
は
、

現
代
社
会
が
直
面
し
て
い
る
排
外
主
義
の
諸
問
題
を

も
思
い
起
こ
さ
せ
る
。
今
ま
で
捉
え
難
く
あ
っ
た

「
ユ
ダ
ヤ
」
を
明
瞭
に
整
理
し
た
本
書
は
、
今
後
の

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
な
る
べ
き
も
の
だ
と
言
え
よ
う
。

�

（�

投
稿
・
昌
平 

）

�

（
一
八
九
頁
　
税
込
八
四
二
円
　
1
月
刊
）

新書コーナー
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私の本棚

私
と
い
う
モ
ー
ド
は
今
、

　
春
に
な
っ
た
か
ら
衣
替
え
を
し
よ
う
、
蔵
っ
て
お
い
た
去
年
の
服
を
引
っ
張

り
出
し
て
着
る
。
街
で
す
れ
違
う
人
の
服
は
な
ん
だ
か
自
分
の
と
違
っ
て
お
し

ゃ
れ
に
見
え
る
。
ど
こ
が
違
う
ん
だ
ろ
う
。
雑
誌
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
流
行

り
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
例
を
探
す
。
で
も
自
分
が
実
際
に
着
て
み
て
似
合
う
の

だ
ろ
う
か
。
そ
も
そ
も
自
分
は
何
故
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
な
ど
気
に
す
る
の
だ
ろ

う
。
そ
ん
な
疑
問
の
糸
を
解
き
た
く
て
本
を
読
ん
で
み
た
。

　

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
表
現

　
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
関
し
て
の
様
々
な
考
察
を
概
観
す
る
の
に
適
し
た
本
が

『�

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
哲
学 

』（
フ
ィ
ル
ム
ア
ー
ト
社
）
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
に
始

ま
り
フ
ロ
イ
ト
・
ジ
ン
メ
ル
か
ら
デ
リ
ダ
・
ボ
ー
ド
リ
ヤ
ー
ル
に
至
る
ま
で
多

く
の
哲
学
者
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

論
を
各
哲
学
者
に
焦
点
を
当
て
て
分
析
す
る
論
叢

集
で
あ
る
本
書
は
い
わ
ば
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
論
史
と

も
い
え
る
だ
ろ
う
。
そ
ん
な
本
書
の
中
で
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
の
背
後
に
あ
る
欲
望
が
言
明
さ
れ
る
：

「
人
は
他
の
誰
か
の
よ
う
で
あ
り
た
い
と
い
う
欲
望
と
、
他
の
誰
か
と
違
っ
て

い
た
い
と
い
う
欲
望
に
同
時
に
突
き
動
か
さ
れ
て
い
る
」。

　
本
来
、
例
え
ば
貴
族
階
級
な
ど
あ
る
階
層
へ
の
所
属
を
示
す
記
号
と
し
て
機

能
し
た
装
い
が
階
級
闘
争
を
経
て
特
に
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
の
自
己
主
張
と
し
て
の
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
へ
と
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。
そ
れ
は
や
が
て
社
会
の
中
で
の
個
人
を

定
め
る
よ
う
に
な
る
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
纏
う
こ
と
で
人
は
社
会
に
お
け
る
自

分
の
立
ち
位
置
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
確
立
さ
せ
る
。
し
か
し
、
例
え
ば
ベ

ン
ヤ
ミ
ン
の
『
複
製
技
術
時
代
の
芸
術
作
品
』
の
よ
う
に
既
製
服
が
一
般
的
に

な
る
に
つ
れ
て
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
は
別
の
一
面
を
見
せ
る
。

　

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
か
ら
イ
メ
ー
ジ
へ

　
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
付
随
す
る
意
味
の
変
化
が
顕
著
に
わ
か
る
書
物
が
バ
ル
ト

の
『�

モ
ー
ド
論
集 

』（
ち
く
ま
学
芸
文
庫
）
か
も
し
れ
な
い
。
ロ
ゴ
や
広
告
に

よ
っ
て
衣
服
に
は
新
た
な
コ
ン
テ
ク
ス
ト
が
付
随
し
、
そ
れ
を
纏
う
人
も
ま
た

そ
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
取
り
込
ん
で
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
形
作
る
。
そ
れ
は
単
一

の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
い
う
枠
を
超
え
て
イ
メ
ー
ジ
を
先
行
さ
せ
る
。
そ
れ

が
発
展
す
れ
ば
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
人
は
イ
メ
ー
ジ
と
い
う
形
で
他
の
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
逆
転
の
発
想
に
至
る
。

京
都
な
ら
ば
観
光
客
の
着
物
体
験
や
花
魁
変
身
体
験
な
ど
が
そ
の
一
例
か
も
し

れ
な
い
。
そ
れ
が
極
限
に
ま
で
い
く
と
、
ボ
ー
ド
リ
ヤ
ー
ル
の
語
る
よ
う
に
最

早
イ
メ
ー
ジ
を
欲
望
す
る
し
か
な
く
、
実
体
が
得
ら
れ
ず
に
疲
弊
す
る
。「
着

た
い
服
が
見
つ
か
ら
な
い
」
と
い
う
悩
み
は
そ
の
表
れ
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
そ
ん
な
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
際
に
身
に
纏
う
こ

と
に
関
し
て
語
る
の
が
鷲
田
清
一
の
『�

モ
ー
ド
の

迷
宮 

』（
ち
く
ま
学
芸
文
庫
）
で
あ
る
。
こ
こ
で

は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
身
に
つ
け
る
こ
と
で
そ
の
服

装
の
も
た
ら
す
イ
メ
ー
ジ
と
そ
れ
に
よ
っ
て
隠
さ

れ
て
い
る
相
反
す
る
イ
メ
ー
ジ
の
両
者
が
喚
起
さ
れ
て
し
ま
う
、
と
い
う
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
の
持
つ
矛
盾
し
た
性
質
が
述
べ
ら
れ
る
。
衣
服
を
着
る
こ
と
で「
私
」

は
自
然
な
姿
を
失
う
。
そ
し
て
、「
服
装
を
変
え
れ
ば
私
は
別
の
《
私
》
に
な

り
き
れ
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
形
で
の
《
私
》
の
変
換
は
《
私
》
が
消
失
し

て
ゆ
く
過
程
で
も
な
い
だ
ろ
う
か
」。

　
鏡
の
前
で
服
を
取
っ
替
え
引
っ
替
え
す
る
時
い
つ
の
間
に
か
服
を
着
た
自
分

で
は
な
く
服
装
だ
け
見
て
は
い
な
い
か
、
少
し
恐
ろ
し
く
な
っ
た
。�

（�

ね
こ 

）



15

私の本棚

福
本
イ
ズ
ム
と
い
う
盲
点

　
現
代
日
本
の
社
会
構
成
体
が
論
じ
ら
れ
る
際
、
そ
の
議
論
の
根
本
は
未
だ
に

一
九
三
〇
年
代
の
日
本
資
本
主
義
論
争
に
規
定
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言

で
は
あ
る
ま
い
。
当
時
の
議
論
が
そ
の
ま
ま
適
用
で
き
な
く
と
も
、
講
座
派
・

労
農
派
と
い
う
対
立
軸
は
依
然
と
し
て
有
用
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
に
焦
点

を
当
て
す
ぎ
る
と
、
逆
に
覆
い
隠
さ
れ
か
ね
な
い
盲
点
が
存
在
す
る
。
こ
の
盲

点
を
闡
明
す
る
に
は
、
さ
ら
に
一
〇
年
ほ
ど
遡
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

山
川
イ
ズ
ム
か
ら
福
本
イ
ズ
ム
を
経
て
「
二
七
年
テ
ー
ゼ
」
へ

　
一
九
二
二
年
七
月
に
日
本
共
産
党
が
創
立
さ
れ
る
と
ほ
ぼ
同
時
に
、
そ
の
中

心
人
物
の
一
人
、
山
川
均
は
「
無
産
階
級
運
動
の
方
向
転
換
」（『�

ア
ナ
・
ボ
ル

論
争 

』
所
収
）
を
発
表
し
た
。
無
産
階
級
運
動
は
政
治
・
経
済
両
面
に
お
い
て

無
産
階
級
大
衆
か
ら
乖
離
せ
ず
に
、
彼
ら
の
生
活
要
求
に
即
応
し
て
闘
争
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
説
く
こ
の
論
文
は
大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
が
、
翌
年
の
弾

圧
を
契
機
に
山
川
ら
は
非
合
法
の
前
衛
党
を
時
期
尚
早
と
し
、
解
党
す
る
。

　
そ
の
後
、
ド
イ
ツ
留
学
帰
り
の
理
論
家
、
福
本
和
夫
の
思
想
が
共
産
党
の
再

建
を
目
指
す
ビ
ュ
ー
ロ
ー
を
席
巻
し
た
。
福
本
が
山
川
イ
ズ
ム
を
、
経
済
運
動

の
「
ズ
ル
ズ
ル
ベ
ッ
タ
リ
」
な
延
長
上
に
政
治
運
動
を
位
置
づ
け
た
折
衷
主
義

に
す
ぎ
な
い
と
批
判
す
る
さ
ま
は
『�

福
本
和
夫
初
期
著
作
集
第
三
巻 

』
で
読
む

こ
と
が
で
き
る
。
福
本
は
レ
ー
ニ
ン
の
名
著
『
な
に
を
な
す
べ
き
か
』
に
基
づ

く
「
分
離
結
合
論
」、
す
な
わ
ち
「
結
合
す
る
前
に
先
ず
、
き
れ
い
に
分
離
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
党
建
設
論
を
掲
げ
、
理
論
闘
争
を
重
ん
じ
た
。

　
二
六
年
末
に
党
は
福
本
イ
ズ
ム
の
影
響
下
で
再
建
さ
れ
た
。
し
か
し
畢
竟
、

翌
年
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
が
日
本
の
指
導
者
た
ち
を
招
き
、
ブ
ハ
ー
リ
ン
ら
が
討
議

し
て
つ
く
っ
た
綱
領
的
文
書
「
二
七
年
テ
ー
ゼ
」
に
よ
っ
て
山
川
イ
ズ
ム
と
福

本
イ
ズ
ム
の
双
方
が
批
判
さ
れ
、
党
の
指
針
は
一
変
し
た
。
最
新
の
公
認
党
史

『�

日
本
共
産
党
の
八
十
年 

』
に
も
福
本
イ
ズ
ム
の
「
誤
り
は
深
刻
」
と
あ
る
。

　

福
本
イ
ズ
ム
の
意
義

　
初
期
マ
ル
ク
ス
に
立
脚
し
た
疎
外
論
を
唱
え
た
福
本
の
思
想
は
、
本
格
的
な

マ
ル
ク
ス
主
義
理
論
体
系
と
し
て
日
本
で
初
め
て
自
前
に
構
築
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
と
同
時
に
、
コ
ル
シ
ュ
や
ル
カ
ー
チ
ら
の
西
欧
マ
ル
ク
ス
主
義
と
軌
を
一

に
す
る
国
際
性
を
備
え
て
い
た
。
コ
ル
シ
ュ
が
排
除
さ
れ
、
ル
カ
ー
チ
が
自
己

批
判
を
迫
ら
れ
た
の
と
同
様
に
、
福
本
イ
ズ
ム
は
葬
ら
れ
た
。
か
く
し
て
コ
ミ

ン
テ
ル
ン
が
掲
げ
た
「
世
界
独
裁
」
は
各
国
共
産
党
へ
の
独
裁
に
帰
結
し
た
。

　
そ
の
後
、
福
本
を
批
判
し
た
山
川
一
派
は
労
農
派
と
な
り
、
戦
後
は
社
会
党

左
派
へ
と
流
れ
て
い
く
。
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
か
ら
の
テ
ー
ゼ
を
受
け
入
れ
続
け
た

日
本
共
産
党
は
講
座
派
と
結
び
つ
く
。
冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
対
立
軸

は
今
な
お
健
在
だ
。
二
〇
年
代
に
葬
り
去
ら
れ
た
福
本
イ
ズ
ム
は
、
こ
の
対
立

軸
か
ら
見
れ
ば
盲
点
と
な
る
が
、
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
や
ル
カ
ー
チ
ら
の
再
評
価

を
経
て
や
や
復
権
を
得
た
と
い
え
よ
う
。
た
と
え
ば
『�

近
代
日
本
の
批
評
Ⅰ 

』

に
お
い
て
柄
谷
行
人
ら
は
福
本
を
絶
讃
し
て
い
る
。
絶
対
的
な
他
者
と
し
て
の

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
と
の
関
係
に
お
い
て
主
体
の
変
革
を
説
く
福
本
イ
ズ
ム
が

「
大
正
」
的
な
「
ズ
ル
ズ
ル
ベ
ッ
タ
リ
」
の
心
性
を
切
断
し
た
と
い
う
の
だ
。

　
ち
な
み
に
、
福
本
は
山
川
を
批
判
す
る
以
前
か

ら
マ
ル
ク
ス
経
済
学
者
の
河
上
肇
を
批
判
し
て
い

て
、
こ
れ
も
重
要
な
の
だ
が
、
自
伝
『�

革
命
運
動

裸
像 
』
に
よ
れ
ば
、
帰
国
直
後
に
福
本
は
京
大
大

学
院
に
籍
を
置
こ
う
と
画
策
し
て
い
た
よ
う
だ
。

結
局
実
現
し
な
か
っ
た
も
の
の
、
も
し
も
そ
れ
が
叶
っ
て
い
れ
ば
、
後
の
河
上

と
の
論
争
も
異
な
る
様
相
を
呈
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。�

（�

霊
人 

）
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読
者
か
ら
ひ
と
こ
と

○
と
ん
で
も
な
く
忙
し
く
心
が
す
り
切
れ
そ
う
な
時

に
も
わ
ず
か
な
時
間
で
も
本
を
読
ん
で
気
分
転
換
す

る
こ
と
で
の
り
き
っ
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
多
彩
な

本
を
お
す
す
め
下
さ
い
。�

（�

防
災
研
・
雪
柳 

）

―
―
新
年
度
が
い
よ
い
よ
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
年

度
の
始
ま
り
は
新
し
い
仕
事
を
任
さ
れ
た
り
、
あ
る

い
は
新
し
い
環
境
に
自
分
の
ペ
ー
ス
が
つ
か
め
な
か

っ
た
り
し
て
、
な
か
な
か
〈
自
分
の
時
間
〉
を
作
り

に
く
い
も
の
で
す
が
、
す
き
ま
時
間
を
読
書
に
充
て

て
、
自
分
の
生
活
を
充
実
し
た
も
の
に
し
て
い
き
た

い
と
こ
ろ
で
す
ね
。

○
私
は
本
を
読
む
こ
と
は
好
き
で
す
が
、
あ
ま
り
難

し
い
本
は
読
め
な
い
の
で
（
笑
）
小
説
を
紹
介
す
る

書
評
が
増
え
る
と
嬉
し
い
で
す
。

�

（�

時
計
台
シ
ョ
ッ
プ
・
ポ
ポ
ン
タ 

）

―
―
難
し
い
本
に
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
に
く
い
と
い
う

お
気
持
ち
、
哲
学
を
専
攻
し
て
い
る
私
で
も
よ
く
分

か
り
ま
す
。
特
に
哲
学
の
場
合
だ
と
、「
哲
学
」
と

い
う
響
き
だ
け
で
、
敬
遠
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
多

い
ん
で
す
よ
ね
。
で
す
が
、
厳
し
い
タ
イ
ト
ル
や
装

丁
と
は
裏
腹
に
、
内
容
は
難
し
く
な
か
っ
た
…
…
と

い
う
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
す
。
新
し
い
季
節
に
心
機

一
転
、
難
し
そ
う
な
本
に
あ
え
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

み
る
の
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。�

（�

八
雲 

）

　約 3年という長い年月。そんな長く務めて
きた『�綴葉 』の編集委員を今月号限りで離れ
ることになりました（�ういろう ）です。
　この長い年月が物語っているように私にと
って月に数冊の本を選書し、そしてそれを文
章化するという作業は研究の合間に行われる
ルーティンの一部になっていました。ただ、
ルーティンと言っても書評を書くということ
は楽しいというよりも苦しいことのほうが多
かった気がします。どうしてもうまく文章化
できなかったり、自分ではうまく書いたつも
りでも伝わっていなかったり、また文章の細
かなミスがあったことに気づかずに提出して
しまったりと苦難の連続でした。しかし、読
者カードなどで読者の方が私の拙い書評をほ
めてくださるお褒めの言葉や、私の紹介した
本を買って読んでみましたという感想があっ
たときは非常に嬉しく、文章が下手な私でも
編集委員をやっていてよかったと思える瞬間
でした。どうもありがとうございました。
　来月号からは私も『綴葉』に書いて編集す
るほうではなく、読むほうに関わっていく一
読者となりたいと思っておりますので、よろ
しくお願いします。� （�ういろう ）

当てよう！図書カード編集後記
　5 月 31 日が何の日かご存知でしょうか。
この日は、カトリック教会の典礼暦において
「聖母の訪問」と呼ばれる、受胎告知を受け
たマリアが同じく身籠った親戚のエリサベト
を訪れた出来事を記念する祝日です。では、
この出来事について執筆した福音書記者は誰
でしょうか。
　1．マタイ　　　2．マルコ
　3．ルカ　　　　4．ヨハネ
� （�霊人 ）

《応募方法》読者カードに答えを書いて生協
のひとことポストに入れてください（または
e-mail:teiyo@s-coop.net）。正解者の中から抽
選で 5名の方に図書カードを進呈いたします。
締切りは 6月 15 日です。

1・2月号の解答
　1・2月号「日本より高い税率の国は？」の
解答は、3．トルコでした。日本は世界と比
較して低いほうなのがわかります。応募者 15
名中 15 名の方が正解でした。たくさんのご
応募ありがとうございました。図書カードの
当選者は、よっさんさん、Soso さん、まるさ
ん、名前忘れたさん、なかさん（順不同）で
す。おめでとうございます。� （�ういろう ）


